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菊池川 日本遺産 検索

ま
ち
か
ど
資
料
館
企
画
展
「
菊
池
川

流
域
巡
回
展
」
開
催
中

「
日
本
遺
産

　菊池
川
流
域
の
米
作

り
〜
人
と
大
地
に
刻
ま
れ
た
二
千
年

の
記
憶
〜
」

期
間

　
３
月
31
日
㈯
ま
で

時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場 

所

　
わ
い
ふ
一
番
館
ま
ち
か
ど
資

料
館
２
階（
菊
池
市
隈
府
１
番
地
）

料 

金

　
大
人
２
０
０
円
・
小
中
学
生

１
０
０
円
（
20
人
以
上
の
団
体
は

半
額
）

問
い
合
わ
せ
先

　
菊
池
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
０
９
６
８（
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２
３
２
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ぐ
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古
閑
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楽
が
奉
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す
。

日
時

　２月
27
日
㈫
午
後
６
時
半
頃

場
所
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閑
諏
訪
神
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山
鹿
市
古
閑
）

問
い
合
わ
せ
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山
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課
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０
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６
８（
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イ
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③方保田東原遺跡全景

石包丁型鉄器（③出土品）木製二又鍬（⑤出土品） 鉄器群（③出土品）破鏡（⑥出土品）

器
も
出
土
し
、
そ
れ
ら
は
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
遺

跡
の
内
容
か
ら
、当
時
こ
の
一
帯
が
、

こ
の
地
域
の
中
心
的
な
集
落
で
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
ま
た
、
柳
町
遺
跡
か
ら
は
、
弥
生

時
代
末
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
の

鍬く
わ

や
鋤す

き

な
ど
の
木
製
農
具
が
多
く
出

土
し
、
米
作
り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
同
時
に

「
田
」と
い
う
文
字
が
記
さ
れ
た
木も

く

製せ
い

短た
ん

甲こ
う

の
留
め
具
も
見
つ
か
り
、
発

見
当
時
に
は
日
本
最
古
の
文
字
と
し

て
話
題
を
集
め
ま
し
た
。
木
船
西
遺

跡
の
周
辺
も
大
規
模
な
集
落
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
、中
国
鏡
の
破は

鏡き
ょ
う（
鏡

を
人
為
的
に
割
っ
た
も
の
）も
３
点

出
土
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
弥
生
の
大
集
落
の
長お

さ

は
、
次
の
古
墳
時
代
に
な
る
と
、
富

と
権
力
を
背
景
に
し
て
、
支
配
地
に

大
き
な
前
方
後
円
墳
を
築
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。

（
担
当
：
和
水
町
社
会
教
育
課
）

菊
池
川
流
域
、米
作
り
の
曙
あ
け
ぼ
の①

弥
生
時
代
の
大
集
落
遺
跡
群

　
弥
生
時
代
に
は
各
地
で
米
作
り
が

始
ま
り
、
米
作
り
に
適
し
た
土
地
で

あ
っ
た
菊
池
川
本
流
や
支
流
の
周
囲

で
も
盛
ん
に
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
米
作
り
に
よ
り
豊
か
に
な
っ
た
集

落
は
次
第
に
大
き
く
な
り
、
地
域
の

中
心
と
な
る
よ
う
な
大
集
落
が
営
ま

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
菊
池
市
の

う
て
な
遺
跡
や
小お

野の

崎ざ
き

遺
跡
、
山
鹿

市
の
方か

と
う
だ
保
田
東ひ

が
し

原ば
る

遺
跡
（
国
史
跡
）、

和
水
町
の
諏す

わ
の
は
ら

訪
原
遺
跡
、
玉
名
市
の

柳や
な
ぎ

町ま
ち

遺
跡
や
木き

船ぶ
ね

西に
し

遺
跡
な
ど
が
知

ら
れ
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
菊
池
川
を

見
下
ろ
す
台
地
上
に
立
地
し
ま
す
。

　
特
に
注
目
す
べ
き
は
方
保
田
東
原

遺
跡
で
す
。
国
内
唯
一
の
石い

し

包ぼ
う

丁ち
ょ
う

形が
た

鉄て
っ

器き

（
稲
穂
を
つ
む
道
具
）な
ど
の

鉄
製
品
や
、
鏡
な
ど
の
青
銅
製
品
が

多
く
出
土
す
る
ほ
か
、
家
の
形
を
し

た
珍
し
い
土
器
や
、
交
流
に
よ
っ
て

各
地
か
ら
運
ば
れ
た
多
種
多
様
な
土

九
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線

九州自動車道

鹿児島本線

竜門ダム

③

⑥
⑤

④
②

①
④

⑤
⑥

②

菊池川

菊池市

山鹿市

和水町

玉名市

387

387

325

325

3

1

③
①

①うてな遺跡　②小野崎遺跡
③方保田東原遺跡　④諏訪原遺跡
⑤柳町遺跡　⑥木船西遺跡

遺跡位置図

問い合わせ先
三加和公民館
（社会教育課）

0968・34・3047

問い合わせ先　和水町立病院　健康管理センター　☎0968・86・3696

町立病院からのお知らせ
健康診断を受けましょう!!

病気を「治療する」から「予防する」へ！

和水町健康管理センター 健診待合室

　特定健診（40歳から74歳が対象）は、あなたがメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の状態かどうか
を調べる健診です。
　生活習慣病の危険を早めに察知し、もし発症した後でも、生活習慣・運動習慣の改善によって重症になるのを防
ぐことを目的としています。

特 定 健 診

　生活習慣病をはじめとする、からだの異常の早期発見に大きな威力を発揮するのが人間ドックです。人間ドック
は、通常の健診より検査項目が多いため、一般の健診で異常がなかった人でも、人間ドックで異常が見つかること
もあります。

日 帰 り 人 間 ド ッ ク

　町内外の事業所ごとに、常時勤務している従業員の方に対して、１年に１回実施する健診です。労働安全衛生規
則に基づく定期健診のほか、特定業務従事者の健診も実施しています。

事 業 所 健 診

　当センターは、協会けんぽ生活習慣病予防健診実施機関に指定されています。
　「全国健康保険協会」に加入されている事業所にお勤めの被保険者（ご本人）に、補助を利用して気軽に受診して
いただける健診です。通常の安全衛生規則に基づく定期健診をはじめ、胃がん検診までできる健診になっており、通
常の健診より低コストで受診できるため、近年この生活習慣病予防健診を受診する事業所が増えております。

協 会 け ん ぽ 生 活 習 慣 病 予 防 健 診

　みなさん、健康診断（健診）は毎年受けていますか？
　「健康だから、健診は受けなくても平気」や「面倒だし…」と言われる人もいますが、病院で受ける診察と
健診は、全く違うものです。むしろ健康な人ほど健診を受けたほうがいいと言えます。病気での受診では、病
名に対する検査しかできません。
　知らないうちに病気が進行して手遅れになる前に、健診を受けることで自分の健康状態を確認し、病気の早
期発見・早期治療を行うことが可能になり、更に治療費を抑えることができます。
　病気を「治療する」から「予防する」へ！自分のため、何より大切なご家族のためにも、年に1回は健診を
受けましょう。
　和水町健康管理センターでは、次のような健診メニューを用意しています。

●健診メニュー

●受けた後が大事です！
　当センターでは、健診の結果「要再検査」「要精密検査」と判定された人に対して、医療機関へ早期受診し
ていただく案内をしています。
　しかしながら、なかなか医療機関への受診が確認できない状況にあります。せっかく受けた健診を、より有
意義なものにするためにも、要再検査、要精密検査などの結果であれば、必ず医療機関を受診しましょう。
　スタッフ一同、和水町健康管理センターでの受診をお待ちしています。
　※就職の際などに必要な健康診断（診断書の作成）は、内科外来で行っております。

町立病院からのお知らせ

21│広報なごみ│2018 February│ │広報なごみ│2018 February│20


